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第3章 パブリック空間や空き地、空き店舗の再生・利活用等の先進的な取組の紹

介・官民のまちづくり関係者の連携促進の場の企画・運営による知見の収集・デー

タの整理 

 

3.1 イベントの企画・運営 

先進的なまちづくりに取り組む官民連携によるエリアプラットフォームや都市再生推進法人等の民間のま

ちづくり団体が、実践から得た知見や課題等を紹介し、官民のまちづくり関係者が相互に情報共有・連携を

促進する場として、オンラインでの配信イベントを企画し、運営等を行った。 

 

3.1.1 イベント実施概要 

国土交通省と全国エリアマネジメントネットワークの共催によるイベント「官民連携まちづくり DAY2023」を開

催した。新型コロナウィルス感染症拡大の影響を考慮し、オンラインで開催した。登壇者の講演とトークセッ

ションにより、参加者がまちづくりに関する知見や最新の取組に関する情報を収集し、ともに議論できる場と

して、下記のとおり実施した。 

 
表 3.1-1 イベント概要 

開催日時 令和 5 年 1 月 30 日（月）14:00～17:00 

会場 DMO 丸の内東京より配信 

開催方式 オンライン配信（Zoom） ※登壇者は会場に参集 

次第 1．オープニングトーク 目的の発信など 

2．インプットトーク① 「変化する金融と事業機会としてのまちづくりとの連携」 

3．インプットトーク② 「まちづくりと経済再生-ローカルファースト型の実践-」 

4．休憩 

5．セッション テーマ：経済とまちづくり 

6．一般財団法人民間都市開発推進機構より情報発信 

7．全体総括 

8．クロージングトーク 

 
3.1.2 イベントの実施目的 

主催者である国土交通省 都市局、全国エリアマネジメントネットワーク、及び受託者により協議を行い、

都市再生推進法人等の民間まちづくり団体の活動において重要な“経済活動”をテーマとして設定した。 

地域の課題を解決しつつ、継続的にまちづくりを進めていくためには、地域経済の仕組みから活動資金

の調達まで、経済的な視点からまちづくりを考えていくことも重要である。本イベントは「経済とまちづくり」とい

う視点で、参加者の皆さまから寄せられた質問・疑問をテーマとして、まちづくりの研究者・実践者・支援者が

意見交換を行い、今後の経済とまちづくりについて考えることを目的とする。 
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3.1.3 登壇者 

イベントのテーマ、実施目的を踏まえ、経済分野に精通した方、関連する実務経験が豊富な方を登壇者

に選定した。 

インプットトーク①の登壇者は、金融の専門家として非財務情報を活用した金融分野の企画・調査や産業

調査業務に長らく関わってこられた竹ケ原啓介氏とした。インプットトーク②の登壇者は、「まちづくり経済学

者」として全国の地域活性化策の研究を行っておられる足立基浩氏とした。 

セッションの登壇者は、インプットトーク①の竹ケ原啓介氏、マーケットの企画・運営の視点から公共空間

の活用の取組について研究されている鈴木美央氏、まちづくり団体として公共空間の活用・運営を実践され

ている内川亜紀氏、金融機関として地域づくりに対する金融の最前線で活躍されている山本卓也氏とし、フ

ァシリテーターには、インプットーク②の足立基浩氏に依頼した。   

各登壇者の情報は以下のとおりである。 

 
表 3.1-2 登壇者一覧 

# 写真 所属・役職・氏名・ プロフィール 

1  和歌山大学副学長 兼 経済

学部経済学科 教授 

足立 基浩 氏 

1992 年 慶應義塾大学経済学部卒業。2001 年ケンブリッ

ジ大学大学院土地経済学研究科にて博士号（Ph．D）を取得。

世界 15 カ国、日本 300 箇所を調査にまわる「まちづくり経

済学者」。都市活性化論などを専門分野とし、商店街活性化

のため、自らが接客をつとめるオープンカフェ With を学生と

ともに経営。主要著書は「シャッター通り再生計画 (ミネルヴァ

書房、2010 年、「不動産協会賞 (2012 年 )」を受賞 ) 

2  ㈱日本政策投資銀行 設備投

資研究所エグゼクティブフェロ

ー（兼副所長） 

竹ケ原 啓介 氏 

企業の環境対応を評価して融資条件に反映させる世界で

初めての融資プログラム「DBJ 環境格付融資」を開発するな

ど、非財務情報を活用した金融分野の企画・調査や産業調査

業務に長らく従事。国土交通省「不動産分野の社会的課題に

対応する ESG 投資促進検討会」座長(2021 年～)など公職多

数。著書「環境でこそ儲ける」（共著）など。 

3  O+Architecture 合同会社代

表・東京理科大学経営学部講

師 

鈴木 美央 氏 

 

建築意匠設計、行政・企業のアドバイザー（ビジョン策定、公

共空間活用、商店街支援等）、マーケットの企画・運営、研究・

教育と建築に関わる業務を多岐に行う。二児の母であり、親と

子の居場所としてのまちの在り方も専門とする。2018 年に「マ

ーケットでまちを変える 人が集まる公共空間のつくり方」（学

芸出版社）を出版、第九回不動産協会賞受賞。 

4  札幌駅前通まちづくり㈱ 

取締役統括マネージャー 

内川 亜紀 氏 

石塚計画デザイン事務所を経て、2010 年 9 月の「札幌駅前

通まちづくり株式会社」設立時より勤務し、2015 年〜統括マネ

ージャー、2022 年より現職。一級建築士。チ・カ・ホ（札幌駅前

通地下歩行空間）やアカプラ（札幌市北 3 条広場）などの公共

空間の活用・運営など、札幌駅前通地区のエリアマネジメント

に携わる。 

5  ㈱滋賀銀行 総合企画部サス

テナブル戦略室 サステナブル

推進グループ長 

山本 卓也 氏 

同志社大学法学部を卒業後、滋賀銀行入行。法人向けコン

サルティング部門等に従事。2017 年より総合企画部 CSR 室に

配属以降、CSR や SDGs に関する企画および広報を兼務。

2020 年より総合企画部サステナブル戦略室広報グループ長、

2022 年より現職。 



3-3 

3.1.4 開催告知方法 

開催にあたり、国土交通省による記者発表、案内チラシの作成、事務局が運営する note（記事を掲載で

きる SNSサービス）により、周知・参加者の募集を行った。 

 
(1) 案内チラシの作成 

チラシを作成し、国土交通省 HPや全国エリアマネジメントネットワークの Facebookに掲載、国土交通省都

市局のメーリングリストで発信するなどして周知を行った。完成したチラシは次のとおりである。 

図 3.1-1 告知チラシ 
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(2) note の運営 

イベントの実施前後に参加者と継続的にコミュニケーションをとるため、記事を投稿し公開できる SNS サー

ビスである note の事務局のアカウントにイベント開催情報、slido 紹介、イベントレポート等、計 3 本の記事

を公開した。 

 

表 3.1-3 イベント開催前の note 投稿記事 

# 内容 公開日 URL 図表番号 

1 イベント PR 記事 令和 4 年 

12 月 26 日(月) 

https://note.com/kanmin_machi/n/n16

68b462f3b6 

図 3.1-4,5 

2 視聴者事前投票募集 令和 5 年 

1 月 17 日(火) 

https://note.com/kanmin_machi/n/n1b

7d873b0c86 

図 3.1-6 

 

図 3.1-2 ヘッダー画像（全告知記事共通） 

図 3.1-3note アカウント表示画面 

 

https://note.com/kanmin_machi/n/n1668b462f3b6
https://note.com/kanmin_machi/n/n1668b462f3b6
https://note.com/kanmin_machi/n/n1b7d873b0c86
https://note.com/kanmin_machi/n/n1b7d873b0c86


3-5 

図 3.1-4 イベント PR 記事 
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図 3.1-5 イベント PR 記事 
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図 3.1-6 視聴者事前投票募集 
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3.1.5 参加申込 

イベントへの参加は事前申し込み制とし、オンライン入力フォームで実施した。申込募集期間・申込者・入

力フォームなどの詳細は以下のとおりである。 

 
表 3.1-4 申込募集期間 

募集期間 

令和 4 年 12 月 22 日（水）～令和 5 年 1 月 23 日（月） 

 
表 3.1-5 申込者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1-7 申込フォームの表示画面（スマートフォン・タブレット） 

  

属性 人数 

都市再生推進法人 １９名 

民間等（※都市再生推進法人除く） ３３８名 

学生・大学関係者等 １１名 

地方公共団体 ２５０名 

国土交通省（地方整備局含む） ９名 

他省庁 ２名 

不明 ５５名 

合計 ６８４名 
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図 3.1-8 参加申込フォームの項目と表示画面（PC） 
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3.1.6 Slido による事前投票 

各登壇者に最も聞きたい項目（キーワード）を slido にて事前に投票形式にて募集した。 

募集期間 投票人数 

令和 5 年 1 月 17 日（火）～令和 5 年 1 月 24 日（火） 215 人 

 
表 3.1-6 キーワード項目および投票結果（1/2） 

登壇者 項目（キーワード） 集票率(％) 

足立 基浩 教授 With コロナのまちづくり 10 

リノベーション型のまちづくり 28 

ローカルファーストのまちづくり 28 

都市再生推進法人 16 

まちづくり会社 23 

エリアマネジメントと負担金 38 

空地・空き家の利用活用 22 

センチメンタル価値（地域への愛着の価値） 20 

まちづくりのデータ活用と RESAS 18 

まちづくりとデジタル化 28 

竹ケ原 啓介 氏 まちづくり／エリアマネジメントと金融 58 

ESG 投資（金融） 8 

非財務情報（無形資産） 4 

ESG 地域金融（地域金融機関と ESG） 9 

事業性評価 23 

地域経済循環 34 

リスクと機会 9 

地域経済のトランジション 12 

脱炭素先行地域 14 

不動産分野における社会課題と ESG 15 
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表 3.1-7 キーワード項目（2/2） 

登壇者 項目（キーワード） 集票率（％） 

鈴木 美央 氏 地域のお金が外に流れないマーケット 32 

場所としての商店街の可能性 47 

関わり方のデザイン 32 

マーケットが作るコミュニティの特徴 27 

行政施策としてのマーケット 27 

内川 亜紀 氏 公共空間の利活用 44 

まちのコミュニティ活動 25 

まちの将来像とそれを実現していく仕組み 37 

建物更新によって生み出される都市空間活用スキ

ーム 

22 

まちづくりを持続的に進めていく体制の再構築 51 

山本 卓也 氏 地域社会の持続可能性を意識したファイナンス例 41 

地域資源を活用した地域活性化 52 

まちづくりイベントとの連携 35 

ESG（環境、社会、ガバナンス）に着目した事業性

評価 

18 

インパクトファイナンスの取り組み 13 
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3.2 イベント当日の運営 

3.2.1 プログラムの概要 

イベントプログラム・タイムテーブルは以下のとおりである。 

表 3.2-1 タイムスケジュール 

 時間 内容 登壇者 

13:30 開場（ウェビナー入室）  

14:00 （１）開会 国土交通省都市局まちづくり推進課官民連携推進

室企画専門官/ 

椎名 大介 様 

14:00～14:05 （２）開会挨拶 国土交通省都市局 局長/ 

天河 宏文 様 

14:05～14:35 

（30 分） 

（３）インプットトーク① 

「変化する金融と事業機会としての

まちづくりとの連携」 

㈱日本政策投資銀行 設備投資研究所エグゼクティ

ブフェロー（兼副所長）/ 

竹ケ原 啓介 様 

14:35～15:05 

（30 分） 

（４）インプットトーク② 

「まちづくりと経済再生-ローカルフ

ァースト型の実践-」 

和歌山大学副学長兼経済学部経済学科教授/ 

足立 基浩 様 

15:05～15:20 

（15 分） 

（５）休憩  

15:20～16:30 

（70 分） 

（６）セッション ファシリテーター：足立 基浩 様 

〈登壇者〉 

O+Architecture 合同会社代表 

東京理科大学経営学部講師/ 

鈴木 美央 様 

 

札幌駅前通まちづくり㈱ 

取締役統括マネージャー/ 

内川 亜紀 様 

 

㈱滋賀銀行 総合企画部サステナブル戦略室  

サステナブル推進グループ長/ 

山本 卓也 様 

 

㈱日本政策投資銀行 設備投資研究所 

エグゼクティブフェロー（兼副所長）/ 

竹ケ原 啓介 様 

16:30～16:40 

（10 分） 

（７）民都機構より情報提供 一般財団法人民間都市開発推進機構  

まちづくり支部 第 2 課/ 

楢舘 孝志 様 

16:40～16:55 

（15 分） 

（８）全体総括 全国エリアマネジメントネットワーク 事務局次長/ 

長谷川 隆三 様 

一般財団法人民間都市開発推進機構 常務理事/

渡邉 浩司 様 

16:55～17:00 

（5 分） 

（９）閉会挨拶 全国エリアマネジメントネットワーク会長/ 

小林 重敬 様 

17:00 終了/アンケート  
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3.2.2 参加者 

事前申込数及び当日の参加者数は、以下のとおりである。 

 
表 3.2-2 事前申込及び当日参加者数 

項目 人数 

事前申込者 ※693 人 

当日参加者 488 人 

※追加申込（申込募集期間以降）を含む 

 

3.2.3 イベント運営・配信方法 

参加者は全員オンラインで参加した。登壇者及び運営者は会場（DMO 丸の内東京）に参集して、撮影・配

信を実施した。感染症対策として、会場では適切な換気を行うとともに登壇者間は 1ｍ以上の間隔を保つな

どの対策を取った。 

会場のレイアウト・設営状況の詳細は以下のとおりである。 

図 3.2-1 会場レイアウト 

 

図 3.2-2 会場の様子（リハーサル時） 
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図 3.2-3 インプットトーク時の登壇者レイアウト 
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図 3.2-4 セッション時の登壇者レイアウト 
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3.2.4 当日の会場の様子 

当日の会場の様子は以下のとおり。 

 

  

（会場レイアウト） 開会 

  

インプットトーク① インプットトーク② 

  

セッション 民都機構からの情報提供 

  

全体統括 閉会 

図 3.2-5 各プログラム進行中の様子 
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3.2.5 視聴画面の様子 

当日の配信画面・slido画面は以下のとおりである。 

 

図 3.2-6 視聴者画面 

図 3.2-7Slido への参加画面（携帯） 
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3.2.6 講演資料 

各プログラムの発表資料は以下のとおりである。 

(1) インプットトーク①「変化する金融と事業機会としてのまちづくりとの連携」（竹ケ原 啓介 氏） 
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(2) インプットトーク②「まちづくりと経済再生-ローカルファースト型の実践-」（足立 基浩 氏） 
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(3) セッション 自己紹介 

1) 「まちづくり DAY 2023.1.30」（鈴木 美央 氏） 
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2) 「札幌駅前通地区のエリアマネジメントの取組について」（内川 亜紀 氏） 
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3) 「サステナブルな地域社会に向けた滋賀銀行の取り組み」（山本 卓也 氏） 
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(4) 一般財団法人民間都市開発推進機構より情報発信「民都機構によるまちづくり支援について」（楢館 

孝志 氏） 
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3.2.7 セッションの記録 

当日のセッションの記録（登壇者への質問に対する回答）を以下に示す。（表中の敬称略） 

発言者 発言録 

足立 氏 

（和歌山大学） 

実は今回のシンポジウム前に皆さまから事前に質問を受けております。slido

を見るとたくさん質問が来ています。ここから 15 分程度、事前質問を私が読み

上げますので、2～3 分で回答して頂いて、そちらを受けて私と竹ケ原さんで

補足説明をさせて頂きます。それではまずは鈴木さんに来ている質問なので

すが、2 つ来ています。1 つ目は「公共空間を使って子どもが楽しめる空間を

作りたいと思っています。イベントだけでなく、恒常的なものを考えています。

直近の参考事例等はなにかございますか。」ともう一つ「シャッター商店街の

マーケットは可能ですか。」と来ているのですが、まずは子どもの方の質問か

らお願いします。 

鈴木 氏 

（O+Architecture） 

子供の楽しめる空間という事は子育て世代が運営に係る事だと思うが、子育

て世代の女性が街に関わる事で、街がポジティブになっていく事はよくある。

どこの街にもある潜在的な力でありながら、軽視されてきたものだと思ってい

る。まず、子供が楽しめる空間を作るのであれば、子育て世代の女性達が活

躍できるまちづくりの在り方、活動の場を作っていく事が一つだと思う。その際

に行政に何が出来るか、家庭があり、仕事がある中でリスクを負う事をわざわ

ざしないので、まずは、楽しいから出来る、少しずつ経験を積みながら無理な

く自立出来るような事を行政がサポートしていく事で持続可能になっていきま

す。 

具体的な事例として、新狭山があります。これは商店の方が運営しているわけ

ではなく、地域の子育て世代の女性達が実際の運営を担っていて、彼女達に

は出店料から出てくる売り上げを謝金として支払っている。大きな金額ではな

いが、そういった仕組みを行政と私たち専門家が入った時に組み立てておけ

ば、彼女達は必然的に子供たちの居場所を作っていく事を一生懸命行って

いくと思います。 

足立 氏 行政が入っていく事で、制度的に安心感が増す。 

鈴木 氏 制度がしっかりしていると、安心して取り組めて、そのまま経験を積んでいく。

最初は疑って入ってきても、経験を積みながら楽しんでいます。 

足立 氏 子育て世代の女性が参画する点に関してコメントはありますか。 

竹ケ原 氏 

（日本政策投資銀行） 

不動産の価値の中の“S”として防災関連、安心安全の次に来るものが、その

地域のテナントの方が安心して働ける環境をどう整えられるか、企業所内託児

所等の狭い話ではなく、これをエリアで考えると鈴木さんが言っていた仕組み

になると思う。これは間違いなく評価項目に入っている。そういった価値を提

供しているエリアであることをテナントに見える化している事が大事です。 

足立 氏 見えない価値を価値化する事で、持続可能な経営に繋がるということ。 

竹ケ原 氏 不動産の価値がそれで上がって、テナントやオーナーに返って来ることが一
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番きれいな形だが、スムーズに行かないまでも、そういったステップを積み上

げて、見える化する事が大事です。 

足立 氏 シャッター通り商店街のマルシェの可能性の質問に関してはどうですか。 

鈴木 氏 可能だと思う。テナントが空いている所の方がマーケットを行う意味があると思

っている。シャッターを開けてマーケットを開催し、外部や近隣の人たちを呼

ぶことで、その場所に可能性を感じたり、店舗が入る事もあるので、まずきっか

けを作る事が大事。みんな商店が好きで衰退する事は悲しいが、買い物はし

ないという実情がある。商店街に来て楽しい、ついでに買い物もするという事

で、劇的にすべてのシャッターが上がる事は無いが、持続可能な商店街にな

る事はあり得ると思います。 

足立 氏 センチメンタル価値、商店街に愛着はあるが、買い物に行かない。続いて、内

川さんへの質問です。内川さんのような人材はどのように集められますか 

内川 氏 

（札幌駅前通まちづく

り） 

 

私は札幌出身と思われがちですが、茨城県出身で、東京の都市環境コンサ

ルタントで働いていました。そこでまちづくり会社に色々支援をしていて、人も

出していた内の一人。全く札幌の事も知らなく、エリアマネジメントという言葉も

まちづくり会社にきて初めて聞いた用語。まちづくりとエリアマネジメントの違い

から勉強したので、逆に知らなくても始められることを伝えたい。前職で限界

集落の住民の方にじっくり話を聞くことを行っていたので、その体制を整えて

いたことがとてもよかった。見るもの全てが新しかったので、そこに面白さがあ

り、続けられた。弊社の勤続年数が昨年末で約９年と割と長くて、安心して働

きやすい環境だと思う。ハローワーク経由で採用もしている。街の理念を伝え

て賛同してくれる方を採用したいと思います。 

竹ケ原 氏 まちづくりがハードからソフトに移ってきていて、そこで働く人の企画能力、調

査能力が必要になってくると思うが、そういった能力の人を惹きつけられるか

どうかが、まちづくり会社、エリアマネジメントの企業価値になってくると思う。内

川さんは色々サポートしていた際には選択肢がいくつもあったと思うが、現在

のポストに一番惹きつけられた要因はなんですか。 

内川 氏 札幌に来る事は割とギリギリに決まった事。若いうちに本州以外に住んでみた

い、経験をしたいという気持ちが強かった。 

新しい事を知る事が多く、それが楽しくて、現在に至っている。私自身は特技

があるわけではないので、データをとって、アーカイブを残していく事に力を入

れました。 

竹ケ原 氏 ここを掘っていく事で一番の肝の有能な人材の獲得になると思います。 

足立 氏 色々な街に行くと、色々な偶然性やたまたまに出会うが、それをどう制度化し

ていくかは、内川さんが言っていた事がヒントになると思う。 

続いて、山本さんへの質問です。 

民間の資金不足に関する質問が来ています。地域ではなかなかお金が集ま
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らない。銀行はどうしたらお金を貸すか、教えて欲しい。 

山本 氏（滋賀銀行） 地域の課題解決をビジネスとして行う事は大事だと思う。事業や取り組みが継

続可能でなければ持続出来ない。まずはキャッシュフローが回る事が大切。

融資をするにはキャッシュフローが回るという前提がなければ、誰かが不幸に

なる事もある。金融機関としてはしっかり精査して無理があるところにはアドバ

イスをしています。 

銀行の融資以外にどう集めるか、滋賀銀行も地域の住民の一員なので、その

取り組みに巻き込んでいく事も考えていくと、銀行側も入り方が変わってくると

思う。地域への貢献の輪を広げて、地域の有力な方も巻き込んでいくといいと

思います。 

足立 氏 キャッシュフローを取るとなると、公共性と対立するところがあると思うが、儲か

らない所には出せないと正直思う、そこはキャッシュフローをとれる形を一緒に

考えてとなるのでしょうか。 

山本 氏 全てキャッシュフローが回る事業になればいいが、実際にはそうならない。違う

資金調達の手段、クラウドファンディングやソーシャルインパクトボンド等、弊

行では助成事業も行っているので、色んな形を考えていく必要があると思いま

す。 

竹ケ原 氏 課題があり、その解決を事業として行ってもらう事がベースになる。金融機関も

自分の金であって自分の物ではない、預金者から預かって利息をとって、返

している。アップサイドのない世界。一般論として苦しいから融資がつかない

はその通りだが、苦しい原因をもう少し考える必要がある。その事業の在り方

で本当に良いのか、自分の事業として行っているから苦しいのか、ベースを公

が持ってその上で民の活力を活用するって事なら、違いも含めてコストコード

が違ってくる。事業を自分の熱意で行っている人も尊い一方で、より上手く行

っている人もいる。そういった人とのマッチング等もあると思います。 

金融機関の使い方を、融資ばかり考えるのではなく、コンサルティング、地域

消費者機能等、色々な機能を発揮して事業価値を高めるような方向にもって

いく。公的補助も色々あるので、融資と組み合わせる事で見え方が変わってく

る。事業の組み替え方を金融機関が一緒に考える。そういう時代になってきて

いる。広域的な価値もみて、考える事が必要です。 

足立 氏 竹ケ原さんへの質問です。 

大手有名企業ばかりで、官民連携が進み、地元の企業が成長するような機運

が乏しい。経済循環でも首都圏に流れてしまうが、地方企業が出来る事はあ

るのでしょうか。 

竹ケ原 氏 プレイヤーをどう捉えるか。地域の金融機関は地域の事業を見ていればい

い。広域的な所が目立っているが、所得の循環を狭いエリアで完結しようと思

ったら、プレイヤーは地域の事業者しかいない。地域の金融機関がきちんとサ
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ポートしていければ、地域に密着して、地域を豊かにしていける。各地域で伸

ばす企業は違うので、地に足をつけて考えていく必要があります。 

足立 氏 地域金融機関の役割は大きいと思う。山本さんへの質問です。 

地域資源の活用のポイントはあるか。 

山本 氏 私たちも気づかない地域資源がたくさんある。５年前に地域の宝を探しに行く

ボランティアを行った。地元の人も知らなかった場所を掘り起こして、ガイドブ

ックにする。見方を変えないと気づけない資源があると思う。地域にいて当然

だと思っていると気づかないので、違う目線が入ってようやくその価値に気づ

く事もあると思っている。 

近江商人がまさにそれで、江戸時代は地域循環している経済で、各地で地産

地消している。そこに近江商人はあえて北海道から海産物を持ってきたり、各

地に産物を回していた。行った地域に無いものを持っていき、その地域にある

ものを持って売りに行く。 

外部の人ではあるが結果的にその地域の発展に繋がる商売をした。新しい目

線を入れることが地域の発展に繋がる事になれば有力な手段になると思いま

す。 

足立 氏 発展する為には、地域資源の有効な活用が必要ということです。 

鈴木さんへの質問です。 

地域のお金が外に流れない、マーケット。商店街の可能性。 

マーケットを急には起こせないがどうしたらいいのでしょうか。 

鈴木 氏 マーケットは急に起こすものではない。やればいいものではない。 

マーケットを考える際に、街の成り立ちを考える。マーケットを考える事は街を

考える事とほぼ同義。現在、埼玉県の２つの地域でマーケットの学校として、

住民や事業者等と対話をしている。２つの地域だが、まったく話の内容が違

う。まずは、街や地域の事を考えて地域を活かせるツールとしてマーケットをど

う活用して何がしたいのかを考える事が一番大事。あくまでマーケットはツー

ルの一つです。 

足立 氏 まちづくりを行っていると、組織があるので、組織に頼ってしまう。組織ではなく

マーケットがあるから色々な人が集まって、最終的に組織が出来るということで

しょうか。 

鈴木 氏 組織で行う場合も、緩やかな合意形成と私は呼んでいるが、商店街で合意形

成はとても難しい。その際になんとなくやってみようマーケットという形で、行っ

て、組織には頼らない形で現在行っています。 

足立 氏 内川さんへの質問です。まちづくりを持続的に進めていくにはどうしたらいい

か。札幌駅は特殊ではないか。他の地方都市を考えた際に、札幌モデルは

持続可能といえるのでしょうか。 

内川 氏 持続可能ではなくなってきているので、今検討を進めています。 
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建て替えが進んでいて、もともと意図して仕掛けられていた事ではあるが、私

たちが想定している以上に凄い勢いで進んでいる。空間を使ってくれる方も

多く、市民が使える場がなくなっていくかもしれない。私たちのエリアはどちら

かというと、空間を使ってもらう事で外的資金が入ってくる状況だったのです

が、外部の資金が入りづらくなる可能性があるので、そこが喫緊の課題です。 

今までの実績と全く別の事を行う事は違うと思うので、やってきた事を再度検

討している。例えば、エリア全体で行った方が良いサービス、地域の求められ

ているサービスはどういったものか、地域の中から資金をもらう事も難しいが、

駅前通りは色々な組織があるので、組織の中で上手く資金を活用出来ないか

等を考えている。 

一度作ったスキームがずっと続くわけではない。それをこまめに検証していく

事が街を持続的に進める事に繋がると思います。 

足立 氏 そこが一番まちづくりで面倒な所です。変化に合わせて設計しなおす事は大

変です。竹ケ原さんへの事前投票において「エリアマネジメントと金融」という

キーワードが最も多く票を集めていますが、その辺りはどのようにお考えでしょ

うか。 

竹ケ原 氏 

 

地域資源がキーワードになっていると思う。需要と供給が地域にあっている

か、金融がサポート出来る、地に足のついた議論が出来るかどうか。このエリ

アの資源は何かを考え、事業として束ねていく設計図を担っていく事がエリア

マネジメントの仕事。エリアマネジメントの議論の初期段階から金融が一緒に

入っている事が大事だと思います。 

足立 氏 エリアマネジメントに一番詳しいのは、地域住民。 

ローカルファーストとは、地域住民が一番詳しい地域資源を磨いて育てて、商

品にしていく所だと思う。 

今回のパネルディスカッションのキーワードは、「地域の事は地域の人が一番

知っている」、その人たちの能力を活かす為に、金融機関があり、まちづくり会

社があり、マーケットがあると思う。 

時間になりましたので、これでパネルディスカッションを終了します。 

登壇者のみなさま、ありがとうございました。 
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3.2.8 登壇者への質問 

登壇者への質問を slido の Q＆A にてイベント当日 13:30 より募集した。 

イベント当日の slido への延べ参加者数は 274人、寄せられた質問は 43問であった。 

主に以下の質問を基にセッションにおいて意見交換を行った。 

 

表 3.2-3 セッションで意見交換した登壇者への質問 

質問事項 

（山本さま）地域のまちづくり会社でも金融機関からの融資が可能ですか？ 

（内川さま）まちづくり会社において、内川さんのような人財はどのようにリクルートすればよいですか？ 

（鈴木さま）シャッター通りとなった商店街でもマーケットは可能ですか？ 

（竹ケ原さま） 
官民連携の観点では、地域の企業を育てる観点が重要に思います。大手有名企業ばかりで官民連携が進
み、地域の企業が成長する様な機運が乏しいです。経済循環でも首都圏に資金が流れる形となり、本当の
意味で地域のためになっているのか疑問を感じるプロジェクトばかりに見えます。地元企業はどう取組むべ
きだと思われますか？ 
（竹ケ原さま） 
エリアマネジメント（官民連携まちづくり）への地方金融機関の認識がまだ低いようにも感じる（地域資源、地
域への誇り、長期的目線の話をするが、結局観光客目線の取り組みに寄ってしまう）。共感をもってもらうよう
話しても協力関係が薄い。金融機関にどう共感を持ってもらえればよいのか。 

（鈴木さま） 
公共空間を使って子ども（子育て世帯）が楽しめる空間を作りたいと考えています。イベントだけでなく、恒常
的なものを考えています。直近の参考事例や民間企業と行政の関係性等がありましたら、ご紹介いただけま
すと幸いです。 
（鈴木さま） 
マーケットが全くない地域で、マーケットを地域に根付かせるために自治体がどのように働きかければ良いと
考えていますか？ 
（内川さま） 
札幌駅は１日当たりの乗降客数が約 120,000 人のようですが、乗降客数がその２０％～２５％の地域で、同
様な取り組みが成立するとお考えでしょうか？また、その理由を教えて頂きたいです。 
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3.3 イベント後のとりまとめ・発信 

3.3.1 参加者アンケートの実施 

参加者に対して、イベントに関するアンケートを実施した。申込同様オンラインで行い、アンケートフォーム

の URL や QR コードについては、イベント後に Zoom 上で紹介することにて依頼を行った。実施内容の詳細は

以下のとおりである。 

 
 

表 3.3-1 アンケート募集期間 

募集内容 募集期間 図表番号 

参加者アンケート 

令和 5 年 1 月 30 日（月） 

～ 

令和 5 年 2 月 6 日（月） 

図 3.3-1～3 

 

図 3.3-1 アンケートフォームの表示画面（スマートフォン・タブレット） 
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図 3.3-2 アンケートフォームの項目と表示画面（PC） 
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図 3.3-3 アンケートフォームの項目と表示画面（PC） 
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3.3.2 参加者アンケートの結果 

参加者向けのアンケート結果の集計は、下記のとおりである。 

 
表 3.3-2 参加者アンケートの回答件数 

項目 件数 

当日参加者数 488 件 

参加者アンケート回答件数 141 件 

 

図 3.3-4 イベント参加のきっかけ（複数回答可） 

 
表 3.3-3 イベント参加のきっかけ（その他の回答） 

# 回答 

1 都市計画学会から案内メール 

2 他自治体からの案内 

3 職場回覧文書を見て 

4 自治体回覧 

5 所属する協議会からの案内 

6 PPP サポータのメルマガ 

7 行政からの周知 

8 省内での周知があったため 

9 都道府県からの情報提供 

10 関係者が参加 

11 都道府県からの情報提供 

12 地元のエリアマネジメント団体の紹介 

13 UDCJ 通信+デザイン通信を見て 

14 社内告知 

15 まちづくり関連のメールマガジン 

16 行政からの案内 

60

55

0

0

20

0 10 20 30 40 50 60 70

国土交通省のHPを見て

全国エリマネジメントネットワークからの案内を
見て（メール、SNS等）

noteの記事を見て

登壇者のSNSを見て

知人等に勧められて

n=141 
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図 3.3-5 イベント参加の動機（複数回答可） 

 
表 3.3-4 イベント参加の動機（その他の回答） 

# 回答 

1 エリマネに関する知見を拡げたいと考えたから 

 

  

115

97

26

21

15

0 20 40 60 80 100 120 140

官民連携に関する取組に興味があったから

経済とまちづくりに興味があったから

全国エリアマネジメントネットワークの取組に興味が
あったから

登壇者とその取組に興味があったから

国土交通省の取組に興味があったから

n=141 
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図 3.3-6 最も面白いと感じたプログラム 

 
 

表 3.3-5 各プログラムを最も面白いと感じた理由(1/3) 

理由（抜粋） 

インプットトーク①「変化する金融と事業機会としてのまちづくりとの連携」（竹ケ原氏）  
内容は既知のものが多かったが、地方に住み続けている方の生の声だったから 

世界の大きな潮流を、短時間で解説していただいたから 

普段は視聴しない分野の話だったからです。 

包括的な理解を得ることが出来た 

理論と実践の両方を教えてくださった。 

金融の世界に馴染みがなかったのでとてもわかりやすかったです 

実践例が良かった。 

これからのまちづくりに一番重要だと思うから。 

身近で分かりやすかった 

取り組む方向性が分かりやすかった 

各地の事例を端的に紹介してくれたので。 

地域活性化やまちづくりの視点において経済活動は重要なことであり、これらと金融との関わりについて

勉強になったから。 

取り組んでいる内容に近いため 

投資家に向けた、まちづくりの KPI についてのお話が大変興味深かったです。 

金融がまちづくりという価値が測りにくいものに将来的な価値を見出そうとしている点が興味深かった。 
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特になし
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表 3.3-6 各プログラムを最も面白いと感じた理由(2/3) 

理由（抜粋） 

インプットトーク②「まちづくりと経済再生-ローカルファースト型の実践-」（足立教授）  
事例が具体的で分かり易かった 

金融の射程が ESG の枠組みで街づくり、エリアマネジメントにどうかかわるのか、よく理解できた。 

ぼやっと理解していたローカルファーストの理解につながった 

地方の活性化の実現を目指しているため 

納得感があり非常に有意義な話だったため。 

事例が興味深かった 

ローカルファーストの可能性を感じることができた。 

まちづくりに対する金融サイドの捉え方の変化を時系列で学ぶことが出来たから 

考え方、事例提示がわかりやすく、後のプログラム理解にもつながったため。 

官民連携における資金調達等、経済分野の重要性を感じていたため 

まちづくりと金融業界の接点、考え方、最新動向を知ることができた 

ESG 投資や SDGｓなどについて、非常にわかりやすく説明されていたため。 

話題が身近の題材を扱っていた 

ローカルファーストについてや、地消地産の考え方など自分にはない発見でした 

官民連携にふれられていたから 

各種数値を使った説明で分かりやすかった。 

ESD,SDGs がなぜ金融に関係すると考えられているかが感じられたから 

ローカルファーストに興味があったので。 

ローカルファーストの具体的な事例を知ることができたから 

金融サイドからの長期的投資価値について、氷山の水面下部分の重要性等、理解が深まった。 

現在、公園を核としたまちづくりに係る業務に携わっており、役立つ内容が多かったため 

事例も交えての分かりやすい講話だった。 

ローカルファーストという考え方が新鮮だったことと、少しの努力でも経済効果が上がることに興味を持っ

た。 

具体的で分り易かった。 

まちづくりに対する経済からの視点が新鮮で、具体的な手法を多く紹介してくれたため、とても勉強になっ

た。 

地方のまちづくり事業を企画していて、財政問題がネックとなっているため。 

地方都市におけるまちづくりでは、ファイナンスが最大のボトルネックと考えているため。 

収益性は、「ご法度」の時代から、変化していくことの必要性を理解することができました。 

金融機関としての視点から聞けた 

まちづくりの施策に感銘を受けたため 

まちづくりと経済についてわかりやすかったため 
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表 3.3-7 各プログラムを最も面白いと感じた理由(3/3) 

理由（抜粋） 

セッション「経済とまちづくり」（各登壇者）  
札幌の話を聞きたかったから 

現場の声が聴けた 

視聴者の質問に対する回答が具体的でよかった 

それぞれの取り組みが参考になったから 

様々な意見が聞けたため 

まちづくりに関わる多様々な立場で、経済（財源）に関するご見解を拝聴できたから。 

札幌の事例が参考になった。 

鈴木美央様のご講演が参考になったため。 

様々なかたからのご意見が聞けたから 

実際のまちに落とし込んだ具体的な事例を知ることができたので良かった 

具体的な事例が多くわかりやすい 

業務上の課題解決のヒントが得られたから。 

近江商人の三方よし、の理念 

鈴木氏の、組織によるのではなくマーケットという場を作るという考え方が非常に興味深かった。 

公民連携のまちづくりを実践されている方のお話を聞けて参考になったため 

まちづくりの最前線で働く皆さんの生の意見を聞くことが出来て良かった。 

色な角度からの話が聞け、まちづくり活動に参考になる話が聞けたから 

質問に対して回答しもらうことが有意義だったと感じたため。 

実例で分かりやすい 

各登壇者が違う立場から同じ方向性を向いた意見を話していた点は、街づくりの参考となった 

様々な立場から多角的に議論を進められていることで、理解が深まった。 

エリアマネジメントと地銀の関係性について考えたことがなかったため 

まちづくり団体の課題に、財源と KPI 設定があると感じており、そのヒントを得られた。 

様々な事例等の提示により、自分の自治体であれば、というシミュレーションを考えることができた。 

マーケットの取組み、札幌市の街づくりの取組みなど事例が参考になったから。 

リアルで街に関わっている人と接している方達の話は興味深かった。 

札幌駅前通の公共空間の活用に興味があったため。 

生きた情報を得られていると感じたため 

地方の生の声が効けたから 

様々な立場の方の考え方を聞ける場は貴重であるため。 

実行者による事例紹介及び意見交換だから 
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各プログラムの内容の満足度と所要時間の満足度を比較すると、内容の満足度は高いものの、セッション

の所要時間に関しては、他のプログラムと比較し、「ちょうど良い」という回答が少なく、「短い」の回答が多くな

っている。 

 

図 3.3-7 各プログラム内容の満足度 

 

図 3.3-8 各プログラム所要時間の満足度 
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表 3.3-8 イベント全体に関する意見など 
分類 回答（抜粋） 

プログラム 今回の地域経済というキーワードは現実的で良かったと思います。 

レジュメに対して説明時間が短く駆け足気味・・・ 

色々やりました、やっていますという取り組みがあるが、その結果や効果がどうであるのか、どう

であったのかを知りたい。 

地方都市の事例をたくさん紹介してほしい。 

官民連携の事例紹介が具体性に欠けているように感じた。 

金融とまちづくりのかかわりの生の部分をもっと聞かせてほしかった。例えば、融資が行われた

理由・条件など 

セッション形式が分かりやすく良かった。 

セッションの登壇者の冒頭の取り組み紹介は不要にし（有名な事例が多いので）、コーディネ

ータが振る形で各キーワードに適切な事例を小出しにした方が時間も短く深まったかと思いま

す。 

Slido の意見があまり拾われないのが残念でした。 

運営 スライドを用いているので、もう少し質問する時間を取れると良いと感じた。 

セッション時の画面共有について、会場で資料投影したものを映像として画面共有していたか

と思うのですが一部細かい表記など資料が不明瞭な箇所があったため、インプットトーク同様

にデータでの画面共有をすべきだと思いました。 

全体的に時間がなかったのか、話すのが早かった気がします。 

オンラインゆえ、少し時間としては長く感じた。 

途中から共有されている資料（画面）の解像度が低く、粗くなっておりました。おそらく設定かと

思いましたので、ご確認をいただければ幸いです。スライドを利用した Q&A がとても分かりや

すかったです。もし欲を言うならば、回答済みの Q に対し、「A：回答済み」等入れていただけ

れば、わかりやすいかと思いました。 

要望 とても勉強になった。本日のスライド資料をダウンロードできるようにしていただきたい。 

事前に資料に目を通した上で話を聞きたかった 

今回の全プログラムで使用された資料等も HP の方に掲載いただけるとありがたいです。 
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表 3.3-9 イベント全体に関する感想 

回答（抜粋） 

非常に勉強になりました。次の機会にも参加したいと思います。 

稼ぐエリマネは昔からのテーマだが、投資価値という新しい座標を官民で共有することが大切と感じた。 

登壇者も十分に準備をされており、質の高いセミナーでした。 

まちづくりの実現性、継続性に金融は欠かせないと思います。 

頑張っている皆様からエネルギーをいただきました。 

この度は貴重な機会に参加をさせていただきまして誠にありがとうございました。 

ローカルファーストの考えや官民連携、金融の働きが重要であると感じた。 

すばらしかった。大変、為になった 

来年も楽しみにしております。 

非常に参考になりました。また、このような機会を設けていただきたいです。 

 
 

図 3.3-9 イベント全体の満足度 
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表 3.3-10 次回開催時に取り扱いを希望するテーマ 

分類 理由 

エリアマネジメント 地域の人々との効果的なかかわり方 

まちづくりとエリアプラットフォームについて 

エリアマネジメントと SDGs 

エリアマネジメント、事業スキームの構築 

まちづくりの DX 

エリアマネジメント活動団体の組織強化策 

エリアの中でのプレイヤーの創出、まちづくり会社、団体の運営方法、キーパーソン、

プランナーの増やし方等 

地域の人々との効果的なかかわり方 

まちづくりとエリアプラットフォームについて 

エリアマネジメントと SDGs 

エリアマネジメント、事業スキームの構築 

事例紹介 地域活性化の成功例と失敗例 

成功事例、失敗事例等、リアルな内容 

まちづくりの成功事例、課題をテーマにして頂きたい。 

立ち上げまでのプロセス、苦労。利用した補助制度や、地域住民の巻き込み方等、詳

しい事例を知りたい。 

官民連携 まちづくりと DX、GX での官民連携について、事例や取組を紹介してほしい。 

官民連携をさらに進める要素としての行政内（都市整備部門と商工部門・保健所・道

路部門・建築指導部門等）の連携や民民（多様な担い手同士）の連携について 

地方都市 地方都市をメインにしたもの 

人口規模が 5 万人以下の地方都市の公民連携事業の成功例と事業スキーム 

30～50 万都市での街づくり。便利な交通網が無いと地方都市は再生していきにくい。

公的投資が不足するならどのようにして民間資金の投資を地方の小都市に呼び込む

のかについて講演して欲しい。 

その他 資金調達について 

事業における上流と下流のテーマは切り分けした方が良いと思う。 

エリマネをほとんど知らない街の人々と一緒に聞くことで議論の種になるようなテーマ・

構成 
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表 3.3-11 回答者の居住地域 

都道府県 人数 都道府県 人数 

東京都 46 茨城県 2 

神奈川県 16 新潟県 2 

北海道 9 長野県 2 

愛知県 7 岐阜県 2 

大阪府 7 兵庫県 2 

福岡県 7 岩手県 1 

広島県 6 福島県 1 

埼玉県 4 栃木県 1 

静岡県 4 福井県 1 

三重県 4 京都府 1 

群馬県 3 山口県 1 

千葉県 3 徳島県 1 

青森県 2 香川県 1 

宮城県 2 愛媛県 1 

山形県 2 - n=141 

 

図 3.3-10 回答者の職業 
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図 3.3-11 回答者の専門分野 

図 3.3-12 回答者の年代層 

 
 

図 3.3-13 回答者の性別 
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3.3.3 イベント後の情報発信 

レポートなどのイベント後の情報発信は、開催告知で使用した noteのアカウントにて記事投稿を行った。

また、イベントの主なプログラムについては、官民連携プラットフォームの YouTube チャンネルへ編集の上、

投稿を行い、同 note 上にて紹介を行った。投稿に際しては、参加申込者へメール配信を行い、周知を図

った。投稿内容の詳細は以下のとおりである。 

 
 

表 3.3-12 イベント後の note 投稿記事及び配信動画一覧 

# 内容 公開日 URL 掲載画面 

1 note イベントレポート及び 

YouTube 告知記事 

令和 5 年 

3 月 17 日(金) 

https://note.com/kanmin_ma

chi/n/n4bfd1a2c1f50 

図 3.3-14～15 

2 YouTube 動画 インプットトーク① 

㈱日本政策投資銀行/竹ケ原 氏 

令和 5 年 

3 月 16 日(木) 

https://www.youtube.com/wa

tch?v=oaWkEItpmZ0&t=12s 

図 3.3-16 

3 YouTube 動画 インプットトーク② 

和歌山大学 足立教授 

令和 5 年 

3 月 16 日(木) 

https://www.youtube.com/wat

ch?v=O8snv28-dDM 

図 3.3-17 

4 YouTube 動画 セッション 

登壇者 5 名 

令和 5 年 

3 月 16 日(木) 

https://www.youtube.com/wat

ch?v=aL1ZQvSQP0k&t=2447s 

図 3.3-18 

５ YouTube 動画 民都機構より情報

提供 

民間都市開発推進機構 

楢館 孝志 

令和 5 年 

3 月 16 日(木) 

https://www.youtube.com/wa

tch?v=oimSBn_3-5s 

図 3.3-19 
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 図 3.3-14note イベントレポート及び YouTube 告知記事   
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図 3.3-15  note イベントレポート及び YouTube 告知記事 
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図 3.3-16YouTube 動画 インプットトーク①の表示画面 

図 3.3-17YouTube 動画 インプットトーク②の表示画面 

図 3.3-18YouTube 動画 セッションの表示画面 

図 3.3-19YouTube 動画 民都機構からの情報提供の表示画面 
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